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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
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「
２
０
１
３
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

	
　

11
月
８
日
（
金
）
～
12
月
15
日
（
日
）

［
会
期
中
無
休
］

　

毎
年
春
に
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
児
童
書

専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。１
９
６
４
年
に
始
ま
っ
た
、こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
は
今
年
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
世
界
中

の
出
版
社
が
絵
本
の
版
権
を
売
買
す
る
一
方
、
売
り
込
み

に
や
っ
て
来
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
で
、
い
つ
も
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
は
、

こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
「
子
ど
も
の
本
の
た
め

の
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
選
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

で
す
。

　

16
歳
以
上
の
誰
で
も
応
募
で
き
、
出
版
経
験
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
も
な
っ
て
お
り
、

１
９
６
７
年
に
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
て
以
来
、
多
く
の

絵
本
作
家
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
子
ど
も
の
本
」
の
た
め
に
描
か
れ

た
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス

ト
が
、
絵
本
の
専
門
家

た
ち
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
の
審
査
員
は
、

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
ゥ
ル

セ
ー
ル
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

／
ス
イ
ス
）、
タ
シ
エ
ス
（
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
ス
ペ
イ
ン
）、

マ
リ
ア・グ
ラ
ツ
ィ
ア・マッ

ズ
ィ
テ
ッ
リ
（
サ
ラ
ー
ニ
出

版
社
／
イ
タ
リ
ア
）、
ジ
ュン

コ
・
ヨ
コ
タ
（
大
学
教
授
／

ア
メ
リ
カ
）、
ギ
ー
タ・ウ
ォ

ル
フ
（
タ
ラ
ブ
ッ
ク
ス
出
版

社
／
イ
ン
ド
）
の
５
人
で
し
た
。
彼
ら
は
読
者
の
創
造
性
を

引
き
出
す
イ
ラ
ス
ト
、
優
れ
た
絵
本
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
作
品
を
、
世
界
64
カ
国
、
３
１
４
７
組
の
応
募
作
品
か

ら
選
び
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
に
て
展
示

さ
れ
、多
く
の
出
版
関
係
者
の
目
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、

終
了
後
は
日
本
に
運
ば
れ
、
国
内
数
カ
所
で
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入
選
作
家
は
多
く
の
人
々
に

自
身
の
作
品
を
観
て
も
ら
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

１
９
７
８
年
に
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
、

当
館
で
は
１
９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
北
米
、
南

米
、ア
フ
リ
カ
と
世
界
の
国
々
か
ら
集
ま
っ
た
、

日
本
人
16
作
家
を
含
む
、
24
カ
国
、
77
組

の
作
品
の
多
様
性
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
特
別
展
示
】

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
発
世
界
へ
─
絵
本
作
家
た
ち
の
挑
戦
」

　

近
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
へ
の
入

選
や
、ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
で
の
編
集
者
と
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
、
絵
本
作
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
す
る
日
本
人
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
特
別
展
示
で
は
、
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け
に
海
外
か

ら
絵
本
を
出
版
し
た
日
本
人
作
家

21
名
の
絵
本
と
原
画
を
展
示
し
ま
す
。
第
１
部
は
三
浦
太

郎
の
特
集
展
示
で
す
。
過
去
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
作
品

３
タ
イ
ト
ル
を
含
む
６
タ
イ
ト
ル
の
原
画
12
点
を
紹
介
、

第
２
部
は
人
気
作
家
今
井
彩
乃
や
福
井
県
出
身
の
刀
根
里

衣
な
ど
20
名
の
23
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
企
画
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
開

催
50
周
年
を
記
念
し
て
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
期
間
中
に
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
立
中
世
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査
員

や
入
選
作
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
な
ど
約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
観
覧
料 

平
成
25
年
10
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
28
日
（
土
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「ゆめの国」
クリスティーナ・ブラッセラー（ドイツ）

「自然の中にあるおもちゃ」
アンヌ・クロザ（スイス）

「四月になると」
ジョ・ヨンキョン（韓国）

「クック船長と行く未知への航海」
マリア・クリスティーナ・プリテッリ（イタリア）

「動物王国」
ヴァレンティーナ・チェーチ（イタリア）

「カモフラージュ」
アンニカ・ジームス（ドイツ）

『ちいさなおうさま』（偕成社）　三浦太郎
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●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●

❖
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
❖
【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
９
（
土
）、10
（
日
）、16
（
土
）、30
（
土
）、

12
／
７
（
土
）、
14
（
土
）、
15
（
日
）

　
　
　
　
※
11
／
10
（
日
）
は
午
前
の
み
、
12
／
15
（
日
）
は
午
後
の
み

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

❖
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
❖
【
要
観
覧
券
】

　

不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

対　

象　

４
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ 

会　

場　

展
示
室
内

❖
「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
❖

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
23
（
土
・
祝
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

❖
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
❖
【
要
観
覧
券
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で

も「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

日　

時　

11
／
30
（
土
）、
17
：
00
～
20
：
00

対　

象　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

定　

員　

10
家
族
（
要
申
込
、
先
着
順
）

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

❖
お
は
な
し
劇
場
❖
【
要
観
覧
券
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

の
上
演
で
、
皆
さ
ん
を
物
語
の
世
界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

12
／
８
（
日
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

休
憩
コ
ー
ナ
ー

申
し
込
み
受
付
は
10
／
26
（
土
）
９
：
00
よ
り
電
話
に
て

★
絵
本
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

　

今
年
も
お
楽
し
み
♪
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
★

　

図
録
や
出
品
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ナ
リ
ー
（
ペ
ン
ケ
ー
ス
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
メ
モ
パ
ッ

ド
、
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
）、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
も
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
回
好
評
の
絵
本
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年
の
入
選
作

家
に
よ
る
絵
本
や
輸
入
絵
本
も
販

売
い
た
し
ま
す
。
人
気
商
品
は
展

覧
会
期
終
了
前
に
売
り
切
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
早
め
に
！

2013 ボローニャ展
入選者インタビュー

　昨年に続き、福井県出身の刀根里衣さん（ミラノ在住）が今年も
ボローニャ展に入選、しかも35歳以下の入選者から選ばれるＳＭ出
版賞も受賞!!刀根さんの絵本はヨーロッパ・アジア・アメリカの数
カ国から出版されています。新作絵本を準備中の刀根さんにお話を
伺いました。

Ｑ．ボローニャ展に入選したご感想をどうぞ。
Ａ．「あれっ、名前がある」でした。感想というよりも、びっくりし

ました。

Ｑ．ボローニャ展に応募したきっかけは？
Ａ．大学時代にボローニャ展の存在を知り、それから毎年美術館に
足を運びました。「いつか入選したい、応募したい」と思ってい
たのですが、自分の実力があまりにも入選作品とかけ離れてい
たので、応募できませんでした。働きだしてから、一念発起し
て応募を始めました。とりあえず、応募しないことには入選は
あり得ないと思ったので。最初の３年は落選でしたが…。

Ｑ．絵本作家になると決意したのは？
Ａ．漠然と絵の仕事をしたいと子どもの頃から思っていました。大
学卒業後、とりあえずグラフィックデザイナーとして就職しま
したが、何か違うと感じて退職し、イギリスへ行ったりと、い
ろいろ勝手な事をしていましたが、絵は常に描いていました。
そんな時、ブックフェアでKITE（イタリアの出版社）に出会い
ました。決意というより「もしかしたらやっていけるかも」と
の思いで少しずつ始めました。最初は本当に不安定で「趣味の
範囲でやった方がいいのか…」と悩みましたが、他にできるこ
とが無かったので、アルバイトをしつつ絵本をつくっていまし
た。イタリアに行くと決めたのは無謀でしたが、今では良かっ
たと思っています。

Ｑ．初めての絵本を出版する際に、大変だったことは？
Ａ．特にありませんでした。初めての絵本はKITEから出版されまし
たが、原画はブックフェアでの売り込みの時点で全て完成して
いました。「何も変えずにそのまま出版したい」とのことだった
ので、変更を加えること無く、製本されるまで何もせずに１年
待っていました。どちらかというと、出版社に出会うまでが大
変でした。

Ｑ．様々な国の人達に絵本を読んでもらえる喜びって？
Ａ．facebookにいろんな言語でメッセージが届き、写真も載せて
くれるので嬉しいです。あと、出版社から各国語版が届き、自

分の本棚に並べる瞬間も。イタリアは作
者と読者の距離が本当に近く、ワーク
ショップで会った瞬間友達になれるのが
イタリアらしいなと。

Ｑ．絵本作家を目指す人たちにアドバイ     
       スをお願いします。
Ａ．待っていても何も起こらないので、
とりあえず行動して、いろんな失敗や経
験をしていくといいのかな…と。あとは、
自分と作品を甘やかさないことです。

おめでと
う　　

　ござい
ます!!

←「かえるのぴっぽ」刀根里衣（日本）

ほかにもいろいろ・・・
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石
川
県
立
歴
史
博
物
館 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン　

プ
レ
企
画
展

大
名
行
列
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　

─ 

優
品
に
み
る
加
賀
藩 

─

	
９
月
21
日
（
土
）〔
開
催
中
〕
～
10
月
27
日
（
日
）

※
本
展
記
事
掲
載
作
品
は
全
て
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
で
す
。

【
生
ま
れ
変
わ
る
歴
史
博
物
館
】

　

金
沢
の
名
勝
・
兼
六
園
に
隣
接
す
る
「
文
化
ゾ
ー
ン
」

の
地
に
建
つ
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
。
緑
豊
か
な
本
多
の

森
公
園
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
輝
く
赤
煉
瓦
の
建
物
が
目
に

も
鮮
や
か
な
、
石
川
県
を
代
表
す
る
博
物
館
で
す
。

　

同
館
は
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
に
旧
第
四
高
等
学

校
を
利
用
し
て
開
設
し
た
郷
土
資
料
館
を
前
身
と
し
、
昭

和
61
年
に
歴
史
博
物
館
と
し
て
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
施

設
。
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
赤
煉
瓦
棟
は
、
明
治
時

代
末
～
大
正
時
代
初
期
に
建
造
さ
れ
、
戦
前
は
旧
陸
軍
兵

器
庫
、
そ
し
て
戦
後
は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
由
緒
あ
る
建
造
物

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
で
す
。

　

開
館
以
来
、
石
川
県
の
歴
史

や
文
化
を
守
り
、
後
世
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
約
30

年
間
に
わ
た
り
、
関
連
資
料
の

収
集
や
研
究
、
展
覧
会
や
講
座

な
ど
の
実
施
等
、
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
同
館
。「
れ
き

は
く
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
県

民
を
は
じ
め
多
く
の
人
び
と
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
よ
り
わ
か

り
や
す
く
、
よ
り
親
し
み
や
す

く
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
施
設
の
修
復

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
展
示
室

を
中
心
に
館
全
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
博
物
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
「
誰
も
が
楽
し

く
学
べ
る
博
物
館
」
②
「
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
、
交
流
を

育
む
博
物
館
」
③
「
人
に
や
さ
し
い
博
物
館
」。
こ
の
３

点
を
目
標
に
、
ジ
オ
ラ
マ
や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し

た
体
感
展
示
や
特
別
展
示
室
の
拡
張
、
サ
ロ
ン
や
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
多
蔵
品

館
が
館
内
に
移
転
し
、
歴
史
博
物
館
と
連
携
し
た
総
合
的

な
「
加
賀
武
家
文
化
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
も
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
は
平
成
27
年
の
春
。

ち
ょ
う
ど
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
と
同
じ
時
期
で
、

否
が
応
で
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

【「
大
名
行
列
が
や
っ
て
き
た
！
」
展
と
は
？
】

　

歴
史
博
物
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
平
成
27

年
ま
で
全
館
休
館
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の
間
は
、
同

館
の
所
蔵
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、そ
の
代
わ
り
、県
内
の
３
博
物
館
（
小

松
市
立
博
物
館
・
石
川
四
高
記
念
館
・
当
館　

※
小
松
展

は
終
了
）
を
会
場
に
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
プ
レ
企

画
展
」
と
し
て
出
張
展
覧
会
を
計
画
。
同
館
の
多
彩
で
優

れ
た
所
蔵
品
を
鑑
賞
し
た
い
、
と
い
う
要
望
に
応
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、当
館
で
の
展
示
テ
ー
マ
は
「
加
賀
藩
」
で
す
。

加
賀
藩
は
前
田
利
家
（
１
５
３
８
～
９
９
）
を
初
代
と
し

て
、
14
代
・
江
戸
時
代
約
２
６
０
年
間
に
わ
た
っ
て
加
賀
・

能
登
・
越
中
３
国
に
わ
た
る
広
大
な
領
土
を
統
治
し
た
大

藩
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
百
万
石
を
超
え
る
石
高
は
徳
川

家
を
除
け
ば
全
国
一
で
あ
り
、
外
様
最
大
の
大
名
と
し
て

盛
名
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
徳
川
将
軍
家
と
の
姻

戚
関
係
も
深
く
、
幕
府
や
朝
廷
に
お
い
て
も
高
い
地
位
を

保
持
し
て
い
ま
す
。

　

加
賀
藩
は「
十
村
制
度
」の
導
入
や
、農
政
の
大
改
革「
改

作
法
」
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
藩
基
盤
の
強
化
を
図
る
一

方
、
そ
の
豊
富
な
財
力
を
惜
し
み
な
く
投
入
し
て
、
様
々

な
文
化
活
動
を
奨
励
し
ま
し
た
。
特
に
名
君
と
し
て
知
ら

れ
る
五
代
藩
主
綱
紀
（
１
６
４
３
～
１
７
２
４
）
は
、
学

問
や
美
術
工
芸
の
振
興
・
普
及
に
力
を
入
れ
、
当
代
一
流

の
学
者
や
知
識
人
、
そ
し
て
名
工
た
ち
を
盛
ん
に
招
聘
。

藩
主
自
ら
も
学
問
研
究
に
力
を
入
れ
て
貴
重
な
書
籍
や
資

料
を
収
集
、
そ
の
見
事
な
様
は
「
加
賀
は
天
下
の
書
府
」

と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
は
以
後

も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
今
に
至
る
の
で
す
。
現
代
で
も

金
沢
は
「
加
賀
百
万
石
の
ま
ち
」
と
い
う
如
く
、
街
中
を

巡
れ
ば
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
そ
の
名
残
を
見
出
す
こ
と
が
で

石
川
県
立
歴
史
博
物
館 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

プ
レ
企
画
展

「白糸威二枚胴具足」

上「能登国採魚図絵」
下「民家検労図」

共に部分・石川県指定文化財

上
「
軍
扇
」
左
「
金
采
配
」

　

共
に
長
家
伝
来
・
石
川
県
指
定
文
化
財

「加賀藩大名行列図屏風」（右隻）
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き
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
金
沢
、そ
し
て
石
川
・

富
山
県
の
礎
を
形
作
る
こ
と
と

な
っ
た
加
賀
藩
。
石
川
県
立
歴

史
博
物
館
に
は
、
加
賀
藩
に
関

す
る
作
品
や
資
料
が
、
数
多
く

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
・

経
済
・
文
化
と
多
岐
に
わ
た
る

そ
れ
ら
の
品
々
に
は
、
２
０
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
当
地
を
治

め
た
巨
大
組
織
の
在
り
し
日
の

姿
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
記
録
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
加
賀
藩

に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
作
品
・
資

料
を
①
「
太
平
の
世
と
武
士
」

②「
華
ひ
ら
く
技
と
美
」
③「
景

勝
と
く
ら
し
」
の
３
テ
ー
マ
で

計
40
点
を
紹
介
。
華
や
か
さ
で
は
随
一
と
謳
わ
れ
た
加
賀

藩
の
大
名
行
列
を
、
確
か
な
考
証
と
細
密
な
筆
致
で
描
い

た
「
加
賀
藩
大
名
行
列
図
屏
風
」
を
筆
頭
に
、
武
士
た
ち

を
彩
っ
た
武
具
や
煌
び
や
か
な
工
芸
技
法
で
制
作
さ
れ
た

調
度
、
そ
し
て
民
衆
の
く
ら
し
ぶ
り
を
生
き
生
き
と
表
現

し
た
絵
画
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
い
ま
す
。
ま
た
、

開
催
地
の
当
館
が
能
登
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
能
登

関
係
の
品
々
が
中
心
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に

能
登
の
人
は
注
目
の
内
容
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、
身
近
な
地
元
の
歴
史
、
そ
し
て
文
化
に
ふ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
関　
連　
事　
業
》

　
※
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
講
演
会
【
聴
講
無
料
】

　

日
時　

10
月
５
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　

会
場　

当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

講
師　

瀬
戸　
薫　
氏
（
富
山
高
等
専
門
学
校
教
授
）

　

演
題　
「
前
田
利
家
と
能
登
七
尾
」

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
【
要
観
覧
券
】

　

日
時　

10
月
19
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　

会
場　

当
館
第
２
展
示
室

　

講
師　

北　
春
千
代　
氏
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹
）

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
た
い
け
ん
！
は
っ
け
ん
！
江
戸
時
代
」【
要
観
覧
券
】

　

日
時　

会
期
中
の
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

会
場　

当
館
第
２
展
示
室
横
休
憩
コ
ー
ナ
ー

　
※
「
へ
ん
し
ん
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
か
ら
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
で

　
　
　

 

江
戸
時
代
を
体
験
で
き
ま
す
。

●
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
【
小
中
学
生
対
象
・
参
加
無
料
】

　

日
時　

本
展
会
期
中
開
館
時
間
内
随
時

　

会
場　

当
館
第
２
展
示
室

同
時
開
催

漆
の
美
～
「
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
名
の
工
芸
～

　

漆
器
の
こ
と
を
「
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
如
く
、
日
本
人

に
と
っ
て
漆
は
非
常
に
身
近
な
存
在
で
す
。
強
靭
で
し
か

も
美
し
い
材
料
と
し
て
、
生
活
用
具
の
み
な
ら
ず
美
術
工

芸
品
に
も
幅
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
～
87
）
が
蒐
集

し
た
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
中
心
と
し
て
、
当
館
所

蔵
品
よ
り
様
々
な
漆
工
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

　

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
10
月
１
日
現
在
）

　　

①
絵
画
「
雪
中
美
人
図
」　

宮
川
長
春
筆　
　

１
幅

　

②
絵
画
「
納
涼
美
人
図
」　

宮
川
長
春
筆　
　

１
幅

　
　
　
　
　
　
※
両
作
品
と
も
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

展
覧
会
名　
「
特
別
展　

宮
川
長
春
」

　

会　
　

場　

大
和
文
華
館
（
奈
良
市
学
園
南
一
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
４
２
（
45
）
０
５
４
４

　

会　
　

期　

10
月
12
日
（
土
）
～
11
月
17
日
（
日
）

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「小塚内匠助画像」
石川県指定文化財

「秋草図蒔絵印籠」

「葡萄蒔絵銚子」
（池田コレクション）

「瑞象馬」番浦省吾

「雪中美人図」
宮川長春

(池田コレクション)

「加賀藩大名行列図屏風」（左隻）
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

傅ふ

益え
き

瑤よ
う

・
日
本
の
祭
り
絵
能
登
展　
　

 

　

10
月
９
日
（
水
）
～
14
日
（
月
・
祝
）

　

中
国
出
身
の
水
墨
画
家
、
傅
益
瑤
氏
に
よ
る

日
本
各
地
の
祭
り
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
画
約

40
点
を
展
示
し
ま
す
。｢

青
柏
祭｣

、「
飯
田
燈

籠
山
祭
り
」、｢

輪
島
大
祭｣

、「
あ
ば
れ
祭
り
」

な
ど
能
登
を
代
表
す
る
祭
り
も
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　
能
登
半
島
広
域
観
光
協
会
・
七
尾
市
観
光
協
会

連
絡
先　

七
尾
市
観
光
協
会

	

☎
０
７
６
７
（
53
）
８
４
２
４

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展 　
　

 

　

10
月
17
日
（
木
）
～
20
日
（
日
）

	

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

	

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を

願
い
に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
、

夢
と
希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

10
月
20
日
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に

て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主　

催　
（
財
）
エ
ム･

オ
ー･

エ
ー
美
術
・
文
化
財
団

連
絡
先　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

	

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

第
９
回
七
尾
市
民
文
化
祭

第
８
回　

彩
の
会 

＆
写
団
の
と
展　
　

　

10
月
25
日
（
金
）
～
27
日
（
日
）

	

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ

｢

彩
の
会｣

と
写
真
グ
ル
ー
プ｢

写
団
の
と
」

の
第
８
回
合
同
展
を
開
催
し
ま
す
。
計
25
人
の

会
員
が
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　
彩
の
会　

加
地
求　

☎
０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

伝
わ
れ
感
動
・
未
来
の
等
伯

第
59
回　

七
尾
市
美
術
展
覧
会　

  　

　

11
月
１
日
（
金
）
～
４
日
（
月
・
振
休
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

一
般
の
部
「
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
」、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
「
絵
画･

習
字
・

写
真
」
の
公
募
に
よ
る
美
術
展
覧
会
で
す
。
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
者
表
彰
式

11
月
３
日
（
日
）
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　
　

一
般
の
部　
　
　

午
後
３
時
よ
り

主　

催　
七
尾
美
術
作
家
協
会
（
会
長
・
吉
田
隆
）

連
絡
先　
内
藤
雄
鵬　

☎
０
７
６
７
（
52
）
４
７
５
５

第
70
回　

北
國
写
真
展
七
尾
展　
　

　

12
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）

　

今
回
め
で
た
く
70
回
目
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
祝
福
し
た
い
気
持
ち
で
す
。
ま
た
、

69
回
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
に
感

激
を
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
す

ば
ら
し
い
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
の
か
夢
と
期

待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
迄
う
ご
期
待
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
、
北
國
新
聞
社

連
絡
先　
宮
崎　

功　

☎
０
９
０
─
４
３
２
０
─
２
１
７
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

第
11
回
日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

　
　

石
川
支
部
学
術
集
会

　

10
月
12
日
（
土
）　

開
演　

午
後
１
時
45
分

　

医
療
関
係
者
や
一
般
の
皆
様
が
対
象
の
医
療

現
場
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
提
案
す

る
学
術
集
会
で
す
。
今
回
は
「
地
域
に
お
け
る

医
療
連
携
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
講
演
は
恵

寿
総
合
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
場
料　
１
，
０
０
０
円

主　

催　
日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
石
川
支
部

連
絡
先　
市
立
輪
島
病
院　

事
務
部　

木
下　

充

	

☎
０
７
６
８
（
22
）
２
２
２
２

　
第
９
回　

室
岡
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会　
　

　

10
月
13
日
（
日
）
開
演　

午
後
２
時

　

輪
島
市
内
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
い
て
い
ま

す
。
19
名
の
生
徒
た
ち
の
演
奏
の
他
、
ゲ
ス
ト

の
方
々
に
よ
る
マ
リ
ン
バ
や
フ
ル
ー
ト
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
楽
し
い
発
表
会
と
な
る
よ
う
、
生
徒

一
同
頑
張
り
ま
す
。

主　

催　
室
岡
ピ
ア
ノ
教
室　

代
表　

室
岡
佐
智
子

連
絡
先　

☎
０
７
６
８
（
46
）
２
３
２
６

寺
町
サ
ミ
ッ
ト
in
七
尾
開
催
記
念

　
「
複
製　

松
林
図
屏
風
」
公
開

　

10
月
25
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）

	

開
場　

25
日
（
金
）　

午
前
９
時

	

　
　
　

26
日
（
土
）　

午
前
10
時

　

寺
院
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

８
つ
の
都
市
が
集
ま
り
、
山
の
寺
寺
院
群
を
会

場
に
「
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
in
七
尾
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
記
念
し
、「
複
製　

松
林
図
屏
風
」

を
２
日
間
限
定
で
公
開
い
た
し
ま
す
。
サ
ミ
ッ

ト
参
加
者
以
外
の
方
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

主　

催　

寺
院
群
都
市
会
議
・
第
19
回
寺
町

	

サ
ミ
ッ
ト
in
七
尾
実
行
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
観
光
交
流
課

	

☎
０
７
６
７
（
53
）
８
４
２
４

第
９
回
七
尾
市
民
文
化
祭

第
３
回　

七
尾
ま
だ
ら
伝
承
会
発
表
会

　

10
月
27
日
（
日
）	

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

会
員
の
日
頃
の
練
習
の
成
果（
七
尾
ま
だ
ら
）

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
小
丸
山
保
育
園
、
本

宮
保
育
園
、
ま
た
今
回
は
富
山
県
の
福
野
民
謡

会
の
協
力
を
得
て
、
ま
だ
ら
、
こ
き
り
こ
他
を

行
い
ま
す
。
２
年
に
１
度
の
発
表
会
で
す
。
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

主　

管　

七
尾
ま
だ
ら
伝
承
会

連
絡
先　
小
谷
内
和
夫
☎
０
７
６
７
（
68
）
３
４
４
３

　

等
伯
に
寄
す　

き
も
の
着
付
シ
ョ
ー

　

11
月
２
日
（
土
）
開
演　

午
後
１
時
30
分　

　

き
も
の
を
着
る
、
着
せ
る
。
等
伯
に
寄
す
き

も
の
着
付
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
等
伯
を
偲

び
往
時
の
時
代
衣
装
を
き
も
の
着
付
を
通
じ
て

表
現
し
ま
す
。
振
袖
の
し
ぐ
さ
や
袖
の
扱
い
方

の
マ
ナ
ー
等
も
取
り
入
れ
た
き
も
の
シ
ョ
ー
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　
山
原
昌
娃　

☎
０
７
６
７
（
52
）
１
６
２
５

映
画
「
う
ま
れ
る
」
自
主
上
映
会　
　

　

11
月
４
日
（
月
・
振
休
）
開
演　

午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時

　

映
画
『
う
ま
れ
る
』
は
命
を
見
つ
め
る
４
組

の
夫
婦
の
物
語
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
生
ま

れ
て
き
た
意
味
や
家
族
の
絆
、
命
の
大
切
さ
、

人
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
す
。
能
登
で
は
初
め
て
の
上
映
で
す
。

入
場
料　
高
校
生
以
上　

１
，
０
０
０
（
８
０
０
）
円

	

中
学
生
以
下　

５
０
０
（
４
０
０
）
円

	

※
（　

）
は
前
売
料
金

主　

催　
母
乳
育
児
サ
ー
ク
ル　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー

連
絡
先　
稲
田
薫　

☎
０
９
０
─
８
９
６
８
─
４
５
４
２

石
川
県
民
公
開
講
座

　

か
む
か
む
パ
ワ
ー
で
脳
活
性

　

11
月
10
日
（
日
）
開
演　

午
後
１
時
30
分　

　
「
噛
む
」
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
健
康

な
口
腔
が
必
要
で
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る

と
「
噛
む
」
と
い
う
行
為
が
損
な
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
講
演
で
は
食
べ
る
（
噛
む
）
こ
と
と

脳
と
の
興
味
深
い
関
係
を
う
か
が
い
ま
す
。

主　

催　
石
川
県
歯
科
医
師
会
・
七
尾
歯
科
医
師
会

連
絡
先　

石
川
県
歯
科
医
師
会

	

☎
０
７
６
─
２
５
１
─
１
０
１
０
（
代
）

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

  
　

11
月
17
日
（
日
）
開
演　

午
後
１
時
30
分

　

保
育
園
か
ら
大
人
ま
で
年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ

発
表
会
で
す
。
今
回
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
平
見
夕
紀
さ
ん
に
よ
る「
く
る
み
割
り
人
形
」

の
読
み
聞
か
せ
と
生
徒
た
ち
が
コ
ラ
ボ
演
奏
を

し
ま
す
。
他
に
ジ
ャ
ズ
も
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先　
井
藤
真
理　

☎
０
７
６
７
（
58
）
１
２
５
３

第
31
回
青
柏
民
謡
発
表
会　“
温
習
会
”  　

  

　

11
月
24
日
（
日
）	

開
演　

午
後
０
時

　

芸
能
文
化
で
あ
る
民
謡
の
伝
承
・
発
掘
し
、

地
域
文
化
向
上
を
目
的
と
し
て
、
会
員
の
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
唄
と
踊
り
盛
り

沢
山
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

青
柏
民
謡
会

連
絡
先　
中
西
清
一　

☎
０
７
６
７
（
62
）
３
１
７
８

　　
　
　

ピ
ア
ー
チ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　

 

　

12
月
１
日
（
日
）

	

開
演　

第
１
部　

午
後
１
時

	

　
　
　

第
２
部　

午
後
３
時
30
分

　

第
１
部
は
、
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
で
す
。
ど
な

た
で
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。
第
２
部
は
、

有
料
の
演
奏
会
に
な
り
ま
す
。
フ
ル
ー
ト
と
声

楽
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

第
１
部　

無
料

	

第
２
部　

１
，
５
０
０
円

主　

催　
「
ピ
ア
ー
チ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト
」
実
行
委
員
会

連
絡
先　
松
本　

☎
０
７
６
７
（
54
）
８
６
８
４

１
８
２
回
例
会　

人
形
劇
団
む
す
び
座

  「The W
ish List

」（
ウ
イ
ッ
シ
ュ
リ
ス
ト
）

《
小
学
校
高
学
年
～
大
人
向
け
》

　

12
月
14
日
（
土
）
開
演　

午
後
７
時

　

多
感
な
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
が
心
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
人
形
劇
！
生
き
る
意
味
・
友
情
・
生
や

死
な
ど
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
。
人
生
は
い

つ
で
も
や
り
直
せ
る
！
人
は
人
と
出
会
っ
て
自

ら
を
再
生
で
き
る
！
刺
激
的
な
造
形
と
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
音
楽
も
見
ど
こ
ろ
♪　

（
当
日
入
会
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。）

主　

催　

七
尾
子
ど
も
劇
場

連
絡
先	

打
越
☎
０
９
０
─
２
８
３
１
─
９
２
５
９

	

大
窪E-m

ail  tom
oe@

notonet.com

　
　
　

ち
び
っ
こ
発
表
会  　

　

12
月
15
日
（
日
）
開
演　

午
前
９
時
30
分

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
０

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
各
年
齢
ご
と
の
楽
し
い

発
表
か
ら
園
児
の
成
長
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

社
会
福
祉
法
人
小
丸
山
保
育
園　

島
崎

	
☎
０
７
６
７
（
53
）
３
７
０
０

 　
　
　
　

お
た
の
し
み
会  　

　

12
月
21
日
（
土
）	
開
演　

午
前
９
時
30
分

　

子
ど
も
た
ち
が
、
楽
器
演
奏
や
和
太
鼓
、
劇

あ
そ
び
等
を
発
表
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
表

現
す
る
喜
び
を
感
じ
、
保
護
者
の
方
々
が
子
ど

も
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

ひ
ま
わ
り
保
育
園

	

☎
０
７
６
７
（
57
）
２
８
０
０

　
　

第
15
回　

メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会

　

12
月
22
日
（
日
）	

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

２
年
に
１
回
開
か
れ
る
発
表
会
で
す
。
お
馴

染
身
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
ま
で
生
徒
た
ち
が
お
気
に
入
り
の
一
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

主　

催　

松
本
由
美
子
門
下
生
生

連
絡
先　
松
本
由
美
子　

☎
０
７
６
７
（
53
）
７
０
６
８

　
「
長
谷
川
等
伯
展
」
＆

　
　
　
　
　

 

催
し
終
了
報
告

◆
去
る
８
月
10

日
か
ら
９
月
16

日
ま
で
、
毎
年

恒
例
の
「
長
谷

川
等
伯
展
～
大

徳
寺
と
等
伯
を

中
心
に
～
」
を

開
催
、
等
伯
の

作
品
と
共
に
、

大
徳
寺
を
中
心

と
し
た
等
伯
の

人
脈
も
紹
介
し

ま
し
た
。

  

開
会
式
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
は
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
「
と
う
は

く
ん
」
も
加
わ
り
、

天
神
山
小
学
校
の
５

年
生
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
式
と
な
り
ま

し
た
♪

　

昨
年
、
安
部
龍
太
郎
氏
が
小
説
『
等
伯
』

で
直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
全
国
か
ら
新
た
な
等
伯
フ
ァ
ン
が

来
館
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
中
に
は
様
々
な
関
連
催
し

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
館
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

★
８
月
18
日
に
開
催
し
た
「
特
別
講
演
会
」

で
は
、
日
本
障
屏
画
研
究
の
第
一
人
者
・

武
田
恒
夫
氏(

美
術
史
家)
が
、
等
伯
の
障

屏
画
の
画
体
を
中
心
に
貴
重
な
お
話
を
し

て
く
だ
さ
り
、
１
１
８
人
が
聴
講
し
ま
し

た(

次
号
で
詳
し
く
報
告
し
ま
す)

。

★
８
月
25
日
に
開
催
し
た
「
二
人
語
り
芝

居
―
等
伯
と
静
寂
の
も
の
の
べ
―
」
で
は
、

迫
真
の
語
り
と
芝
居
に
絶
妙
な
竹
に
よ
る

音
が
加
わ
り
、
１
３
６
人
の
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

★
９
月
１
日
に
開
催
し
た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

講
座
」
に
は
、
16
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

県
外
か
ら
の
参
加
が
多
く
、
等
伯
へ
の
関

心
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
講
座
中
は
裏

話
も
飛
び
出
し
、
展
覧
会
を
更
に
楽
し
く

ご
覧
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

★
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢

の
設
立
25
周
年
記
念　

県
内
縦
断
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
９
月
８
日
に
開
催
し
た「
等

伯
と
Ｏ
Ｅ
Ｋ
―
時
代
を
超
え
た
共
演
―
」

で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｋ
メ

ン
バ
ー
が
、
等
伯

作
品
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
選
曲
し
た
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽

を
演
奏
、
２
０
２

人
が
酔
い
し
れ
ま

し
た
♪

 

入
場
無
料

入
場
無
料
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　◆第１・2展示室

855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第75号（秋号）

平成24年度 春の展覧会予定

　◆第１・2展示室

◎次号・第76号（冬号）は１月１日発行予定です。

◆10月〜12月の休館日◆
10月　７, 15, 21, 28～31
11月　５～７
12月　16～20, 24, 29～31

◆開館時間◆
午前9:00～午後5:00
　（入館は午後4:30まで）

｢織部・その自由な意匠」～池田コレクションから～
　多種多様な桃山時代のやきものの中でも、奇抜さにおいて一際異
彩を放つ「織部焼」。あらゆるモノを表現の糧として取り込み、歪ん
だ器や摩訶不思議な意匠など、次々とパワーあふれる傑作を生み出し
た桃山人たちのエネルギーには圧倒される思いです。
　本展では、当館所蔵品の中核「池田コレクション」より様々な「織
部」を展示、400年前のやきものとは思えないその斬新で多彩な世
界を紹介します。

「祈りの美術」～古美術絵画を中心に～（仮称）

　人は生きている以上、必ず何かしらの「願い」や「悩み」を持っ
ています。そして、その思いが少しでも成就されるようにと、祈り
を捧げます。それは昔も今も同じであり、古より神仏や人、動物と
いった実に様々な「祈りの対象」が絵画や彫刻などで表され、人び
との心を癒してきました。
　本展では、当館所蔵品などより祈りに関する作品を、古美術絵画
を中心に紹介します。長谷川等伯の若年期「信春時代」制作の仏画

「愛宕権現図」も展示いたしますので、お楽しみに。

平成25年12月21日（土）～平成26年２月16日（日）

「みちはつづく」
  痕跡としての「みち」、これから進むべき「みち」など、「みち」に
関係した作品を様々なジャンルで紹介します。

「新収蔵品展」
  当館の631点の所蔵品から、近年新たに収蔵された作品を紹介します。

平成26年３月１日（土）～４月６日（日）

ボランティアしてみませんか？
お客様が鑑賞しやすいように目配りしていただき、時には、
マナーについての声掛けなどもしていただいています。
現在40名の皆さんが楽しく、無理なく
活動しておられます。
詳しくはお電話で。どうぞお気軽にお問
い合わせください。

場所：七尾美術館の展示室内
活動：９時～13時と13時～17時（半日交替）

「織部亀甲文富士形小手鉢」
(池田コレクション）

「織部蓮花文六角台鉢」
(池田コレクション）
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